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2020 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第4 戦 オートポリス 

予選結果速報 
 

野尻 智紀（チーム・ムゲン）が 
コースレコードで今季初のポールポジションを獲得！ 

 

 2020 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第4 戦 オートポリスの公式予選が、大分県 オートポリス インターナショナル レーシン

グコース（1 周： 4.674km）で行われ、野尻 智紀（チーム・ムゲン）が、１分24 秒140 のコースレコードで、ポールポジションを獲得した。 

 今大会も予選Q1 は、2 つのグループ（A 組10 台、B 組10 台）に分け、各グループ上位7 台、計14 台が Q2 に進出するノックアウト

方式で行われた。また今大会以降、これまでに経験のない低気温・低路面温度でのレース開催になることが予想されるため安全を考慮

し、Q2、Q3 各セッション時間をこれまでの各7 分間から各10 分間に変更して行った。 

 

 季節外れとも思える暖かい好天の中、10 時20 分に開始された予選Q1。A 組は、セッション終了間際に、中山 雄一（カロッツェリア チ

ーム ケーシーエムジー）がクラッシュし赤旗中断。残り 3 分での再開後、ニック・キャシディ(バンテリン チーム トムス)が、１分24 秒907

のタイムを記録しトップ通過。続く B 組でも、今季３回目のポールポージションを狙っていた平川 亮（イトウチュウエネクス チーム イン

パル）がまさかのクラッシュで赤旗中断。A 組同様残り 3 分での再開後、山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）が１分

24 秒693 でトップ通過を果たした。 

 

 続く Q2 では、宮田 莉朋（バンテリン チーム トムス）が、１分24 秒544 のタイムでトップに立った後、山本が宮田と同タイムの１分24

秒544 で通過。このセッションではもう 1 組、野尻と松下 信治（バズ レーシング ウィズ ビーマックス）が１分24 秒762 の同タイムを出

し、非常に僅差の争いとなった。 

 

 Q3 では、1 発のアタックを決めようとピットアウトするタイミングでエンジンストールを喫したキャシディが、チェッカー前の通過が叶わ

ずタイムを記録することができなかった。この結果、野尻が１分24 秒140 のコースレコードで、今季初のポールポジションを獲得した。2

位に 1 分24 秒155 で福住 仁嶺（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）、3 位には、1 分24 秒257 で山本 尚貴（ドコモ・チーム・

ダンディライアン・レーシング）が続いた。 

 

 決勝レースは、本日１１月15 日（日）14 時40 分スタート予定。 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「公式予選 正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースレコードで今季初のポールポジションを獲得した野尻 智紀（チーム・ムゲン） 



 

 

 

 

 

「公式予選 正式結果表」添付 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 


